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国際間の「移住」について考えてみよう

世界にはおよそ2億5千万人の国際移住者

(international migrants)がいます。

彼らはよりよい生活を送るために

国境を越えて移動しました。

日本においても200万人を越える

国際移住者が生活を送っています。

一般的に国際移住者は「労働者」として

見られがちですが、彼らは「人間」です。

すなわち彼らは労働するだけでなく、

教育を受けることも、

家族を持つこともあります。

そして、私たちと同じように

時に健康を損なったり、不運にも

自然災害の被害を受けたりもします。

この授業では、そのような国際移住者と

彼らを受け入れた人びとが、

人間として共によりよく生きられる社会

について考えます。

What is

Global?

講師 加藤 恵美 氏（早稲田大学非常勤講師）

日 時 2016年 11月 1日（火）17:50-19:20

会 場 山口県立大学（山口市桜畠3-2-1） Y-ACT(D24)教室

定 員 ３0名 参加無料・事前申込制（申込み先着順） どなたでもお気軽にご参加いただけます。

申込先 Tel & Fax: 083-928-5410 （平日9:00-17:00）

global@yamaguchi-pu.ac.jp

※本学学生は、[グローバルラウンジ]内の[Y-ACTセミナー申込み]から申し込んでください。

※本セミナーは、[域学共創Ⅲ]授業の一環として行われる公開セミナーです。授業履修生は申込み不要です。

※ IPDポイントとは：本事業の授業やプログラムに参加することで貯めることができるポイントです。

貯めたポイントは、留学や奨学金の選考で考慮されます。

Here. Around Me!

Y-ACT セミナー

「人の国際移動と多文化共生社会の形成」

▲加藤 恵美 氏

早稲田大学非常勤講師。

国際基督教大学卒。政治学博士（早稲田大学、２０
１２年）。（株）三菱総合研究所研究員、日本学術
振興会特別研究員、早稲田大学政治経済学術院助
手・助教などを経て、２０１６年より現職。専門は、
国際関係論、国際文化学、人の国際移動研究。

主著に『川崎市政の研究（自治総研叢書）』（共著、
敬文堂、２００６年）、『多民族化社会・日本』
（共著、明石書店、２０１０年）、『国際文化関係
史研究』（共著、東京大学出版会、２０１３年）。


